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　　　　　　　　 第 1 章 緒 　言

　妊娠中毒症の 病因 に つ い て は，今尚研究者の 意見
一

致

が み ら れ な い が ， 胎盤物質が 主因 子 をな す事 は 多 くの 入

に よっ て 認 め られ ， 特 に 加来教授は 血 清学的，病理組織

学 的研究か ら妊娠中毒症 は胎盤多糖体様物質 （KPS ）

に よる ア レ ル ギー様病変 を 主 とす る疾患 と見做 し，そ の

要旨を昭 和 27年 4 月宿題報告
1｝

として発表 した ．其の 後

も Young −Beker の 子宮胎盤貧血説 の 再確認
2 ）

や体質素

欝
）4｝

の 研 究等に よつ て 妊娠中毒症 の 臨床並 び に 病 理 組

織像を最も合理 的に説明 し得て い る．

　毛細血管透過性の 亢進は 血管 の 李縮性変化 と共に 妊娠

中 毒症 の 複雑 な 病態 生 理 や 多様 な 臨床像の 主 要因 子 で あ

る こ とは ， こ れ まで多数の 研究者 に よつ て発表 され てい

る．Zangemeisterfi）
， Seitz，　Alberse）， 中井

η
， 九嶋

s）
等は

浮 腫 との 関 係 に っ い て 述 べ ，Morawitz ＆ Denecke
‘e），

．
Rungele｝等は 毛細管圧 上昇との 関係 に っ き報 じ，　Albers，

Micale ＆ Bozzolz），
　Sozontagh12）

，
　Parviail∈洫 1B ） 等は濾

出液蛋白質の 増加 の 原因 と レて 挙 げて お り、， Herold ＆

Bratitigam
， 森山 は 蛋白尿成因の 主 要因子 であ る と し ，

．dlieckmannも Evans 　Blue の 拡散試験で透過性 の 亢進

を認 め，Mc 　Lennan は Plethysmograph で実証 して い

る．

　 私は曩に 妊娠中毒症と毛細 血 管抵抗及び透過性にっ い

て 検索し，体質的毛細血管透過性 の 亢進 が存在す る こ と

を知 り ，
こ れ は高血 圧素質として 挙 げられ る 毛 細並1管 脆

弱素質 と密接 な 関係があ る こ と， 更 に妊娠中毒症患者 に

は 血 管李縮が認 め ら れ る に も拘らず，毛細 亅tfエ管抵抗の減

弱 が み られ る の は 透過性の 亢進 に依る も の で あ ろ う と推

論 した
1s ）．

　 毛 綱 血 管透過 性 を 直接証明す る こ とは極 め て 困難 とさ

れ て い る．dlieck皿 ann ，　 Assali も述べ て い る 様 に 中毒

症 の 際の 透過性増大の 原因 は そ の 本 態の 研究と共 に 尚未

解決 の 問 題 が 残 され て い る．

久

　 加 来 道 隆 教 授 ）

Hisashi　MORITA

　 ア レ ル ギーと毛細血 管透逼性 とは極めて 密接 な閨係が

あ り　，　Feldberg19），
　Rocha　e　Silva20｝，　BrenfenbrennerLZ ），

Ungar22＞
， 畔柳

L’3 ）24 ），北村
25 ）

等はア ナ フ ィ ラ キ シー
時 に は

常 に線維素溶解現象（以下線溶現象 と略）が起る と述べ ，

畔柳．北村 は更 に」血清 の 毛 細 1丘L管透過性亢進作用 Cap三1・

1ary　Permeability　 Promot 至ng 　Action　of 　Serum （以 下

血清 CPP 作用 と略）が 線溶現象と平行 して認め られ，こ

れ に よ り毛細血 管透過性 が亢進す る と報 じ，木村，中村
26 ｝

等 に よれ ぱ Co ！loidoclasis或 は Haem 。clasis の
一

現

象として 認 められる とい う．ま た 上村
2η

， 塩川黝 ，山

田
2e ）等は ア レ ル ギー性疾患では 線溶現象 が容易 に 発現す

る とし， 畔柳 ， 北村は 同時 に血 清GPP 作用を認め て い

る．私は PolyVinylpyrrolidon （以下 P ▽ P と略）排泄

試験を臨床的に ， 血清 CPP 作用 と線溶現象 は 臨床的

並 び に人 胎盤 KPS を以 っ てす る実験的妊娠中毒症で 研

究 し， 聊 か知見を得 た の で報告す る．

　　　　　　第 2 章　PVP 排泄試験

　第 1卸　被検者及び実験方法

　1．被検者 ：当院 に 入 院 し ， 他 に は 著患 な く既往 に も

腎血管疾患の ない 子宮後屈患者， 正常妊婦及び晩期妊娠

中毒症患者 （2 例は混合 型）を 用い た．

　2． 実験方法 ：倹査 前 に導 尿 し，Bayer 社製 Periston

N100cc （分子量 12600の PVP 　6　g 含有） を
一

定 の 注

射器で肘静脈か ら注射し，非妊婦及び正 常妊婦で は注射

後 1 ，2 ，4 ，6 時 間 ま で導 尿 で 採 尿 し，中 毒症 妊婦で は

6 時間 ま で は導尿で採尿 し，更に 12，24時間後 ま で 自然辰

を 蓄尿 した．自然尿は 濾過 して用 い た．褥婦は 注射後 2

時 間 目 に導尿 し，尿 量 を 正 確 に 測 定 した．か く して PV

P の 尿 中濃度を測定 す る と共に，尿 採取 と同一
時 に夫 々

採 血 した 血 液 にっ い て ？ VP の 血 中 濃度を も測定 した．

　尿 1
’
［］及 び 血 ．

【
−1 の PVP 濃度の 測定 は Levy −Fergus30 ，

の 方法に よつ た．そ の 詳細 は次 の 如 くで あ る．

　 i．　 尿 ：尿 を O．4M ク エ ン 酸で稀釈 し，　 PVP を 5 〜

N 工工
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第 1 表　吸 光 度 の 時 間 的 変　第 1 図　PVP 　 （分 子 量
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第 2表 　非妊婦 の PVP 排泄試験
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50γ1cc濃度と し ， こ の 溶液10DCを と り，　 O．006）
一
の 三沃

度加里 2cc を加え．撹拌 して直ち に 1cm キューベ ッ トに

入 れ ， 蒸溜水 を Blank と し て 島津製光電管比色計 で

5000Aの Filter を 用い て測定 した．

　ii．血清 ：血 清2cc に 2M ク エ ン 酸 4cc と蒸溜水 12CG

を 加え ， 更 に T％ タ ン グ ス テ ン 酸 ソ ーダ 2CC を加え て 振

盪 し 5 分 間静置 し， 濾過して濾液10ccを と り或は 適当に

稀 釈 し て PVP 濃度 を 5 〜 50γ ／じc とし，上記 と同様 に 光

電 管比色計で測定 した．

　同
一

妊婦 に つ き 妊娠時及 び産褥 6 日迄本検査 を行 つ

た．

　 第 2 節　実験成績

　光電管比色計 に よ るPVP 濃度の測定に際して，吸光

度 の 時闇的変動 を み る為 に 10 γ！cc の 濃度｝こ っ き0．005N

の 三 沃度加 里 2ec を加 え て か ら 1 分，5 分 ， 10分 後 に 夫

2〈 3 回 宛透過率を読み ， そ の 平均値 か ら吸光度 をみ る と

1 分後 0。283，5分 後 0．285，10分後 e．287で比較的安定

で 時 間 的 変 動 は極 め て 少い こ とを知 っ た．次 に 独逸 Ba −

yer 社製の PeristQn　 N （100cじ中PVP6g 含 有 ） の

3 試料 か ら夫・it　5 γ1cc， 10 〃
，

20　’i
， 3  死 50　・！ の標準

液 を作製 し，そ の 吸光度 と濃度 との 標準曲線を描 くと，

5 γ 10cか ら50γ 1cg迄 は 明 らか に Lambert −Beer の 法

第 3衷 　正 常妊婦 の PVP 排泄 試験 （産褥 時 は 注 射

　　　　後 2 時間 目 の 成 績）
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　第 1 項 非妊婦の PVP 排泄試験

　非妊婦 （3例）では 各症例 ともPVP の 排泄は極 め て

早 く，注射後 1 ，2 ，4 ， 6 時聞の 排泄率 は 各症例 とも略

ミ
ー

致 して お り ， 各 rk の平均値 は39．2％ ， 51．7％，75．T

％，84．5％で尿量 との 間に は 必ず しも平行関係を認め な

い （第2 表）．単位尿中濃度は各症例 とも注射後 1 時間目

の 値 が 最も高 く，時間の 経過 と共 に 減少 す る 傾向 が あ

り ， 各症例間の 時 間別尿 中濃度 は 尿量 が 多 い 程低値 を 示

し ． 尿量 が少い 程高値 を 示 して い る．単位 血 中濃度も注

射後 1 ，2 ，4 ，6 時間 と屯各症例間でH3　it　一致 し，各 k の

平 均値は 37．8mg！dl， 29．8 〃
， 15．7 〃

，　 4。6 〃 で時間の 経

過 と共 に減少 し，尿中排泄率 と逆の 関係 が み ら れ る が，

各症例問では排泄率 と．血中濃度 との 間には 必ず しも
一

定

の 傾 向を認 め な い ．

　第 2項 正常妊婦 の PVP 排泄試験

　正常妊婦 （5 例） の PVP 排泄率 の 平均値 は 注射後

1 ，2 ，4 ，6 時間 目 は夫 k36 ．9％，60．8％，80．8％，86。8

％で夫々 の 時間に於 ｝ナる排泄率は症例によっ て 僅 か な差

が認め られ る が，略 it同様な 上昇曲線 を描い て い る （第

3 表）． 排泄率 と尿量 との 間 に は非妊婦 の 場合 と同 様 に

平行関係 は み られ な い．産褥 2，4，6 日 目の 注射後 2 時

間 日の 排泄率 の 各平均値 は 58．3％，55．5％ ， 55．1％で妊

娠時 よ りも各症例間 に可成 りの 差 が み られ る．産褥で も

尿量 と排泄率 との 間 に は
一

定 の 傾向は み られ な い ．単位

尿 中濃度は症例 No．3 が注射後 2 時間 目値が最高 を示 す

他 は 非 妊婦の 場合 と同様に総 べ て 1時間 目の 値 が 最高値

を示 して お り，時間の 経過 と共に 減少 して い る．各症例聞

の 陦間別単位尿中濃度 は 尿量 が 多い 程低値 を示 し，尿量

が 少い 程高値 を示 して い る．産褥の 注射後 2時間 目の 単
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位尿 中濃度と妊娠時 2 時間 目の そ れとを比較す る と，症

例に よ つ て は産褥 に 増加 レて い る もの と減少す る もの も

第 4 衷　妊娠中毒症 患 者 の 妊 娠 ・産 褥 時 の PVP 緋

　　　　泄 試 験 （産 褥 時 は 注 射後 2 時 間 目 の 成績 ）

あ り，
一
定の 傾向はみ られ な い ．単位尿中濃度 と尿量 と 正

の 問に は産褥でも妊娠時 と 同様の 関係 が み ら れ る．妊 例

娠 時 1 ， 2
，

4
，

6 時 聞 時 の 血 中濃度 の 平均値 は 32．2 河

  ldl，22。3 〃 ， 6．6 〃 ， 3．6 〃 で各症例で は 非妊婦に み P，

る 程値が近似して い ない が，時間の経過 と共に 減少 し，

尿 中排 泄 率 と逆 の 関係が み られ る．各症例共排泄率と血

中濃度 との 間に は
一
定の 傾向を認めな い ．産褥2 ，4 ，6

日 目の 注射後 2 時間目の 血中濃度の 平均値 は夫女 23．≦ 

畑，26．2〃
， 29．0グ で産褥経過 と共 に 稍 ぐ 高値 を示 して

い る．妊娠時 2 時問目の 血 中濃度と産褥 の 2 時間 目の そ

れ とを 比較す る と 症例 No ．5が稍 た 減少す る 他は総べ

て 増加す る傾向があ る．

　第 3項 　晩期妊娠巾毒症患者 の PVP 排泄試験

　混合型 2例 を含む 8 例で1，ま，非妊婦 ， 正常妊婦に 比 し

妊娠時及び産褥時と もに 尿量の 減少をみ る が，中毒症患

者相互間 に は排泄率 と尿量との 間 に は 平行関係 は な い

（第 4 表）．排泄率は妊娠時では 非妊婦，正常妊婦 に 比 し

高度 に低下 して い る．注射後 1，2，4，6 ，12，24時間

目の 夫 々 の 平均値は26．2％ ， 42．5％ ， 59．5％，68．8％ ，

82．0％ ， 85．4％で混合型 巾毒症でも純粋型 に比 べ 著しい

排泄の 遲延 は みられ な か っ た．産褥 2，4 ，6 日 目の 注

射後 2時間目排泄率 の 平均値 は 夫 六 55・3％，62・0％ ，

49．0％ で妊娠時の 42．5％に比べ ， い つ れ も高い ． 単位

尿 中濃度 は 中毒症で は妊娠時，産褥時とも寧 ろ非妊婦，

正 常妊婦 に 比 べ 高値を示 して い る．　中毒症妊婦 の 1 ，

2 ，4 ，6 ， 12時間目 の 血中濃度の各平均値 は 翌 ．加 g掴，

33．T ・f
， 18，1 〃 ，11，4 〃

，　3 ，7 〃 で非妊婦，正常妊婦に

比 べ 梢 々 高い ．第 2 図に 非妊婦，正 常妊婦及び妊娠中毒

症患者の PVP 排泄率及び血 中濃度値の 比較を示 した．

排泄率 は 正 常妊婦が最も高 く， 中毒症患者 に は 著明な排

泄遅延がみられ る。即 ち注射後 2 時間の値は 正 常妊婦で

は 60．8％で 6 時間で既に 大部 分 を排泄す る が，中毒症 で

は 2 時問目 42．5％ で大部分を排淮す る の に 盟 時間を要 し

て い る．血中濃度は逆 に 中毒症が高値を 示 す．第 3図に

正 常妊婦及び 中毒症の産褥 に於け る排泄率及び血 中濃度

の 比較を示 した，正常妊婦では 2時間 目排泄率60．8％ で

褥婦では産褥 日数の 経過 と共に漸減 し， 非妊婦の 51。7％

に近ずく傾向がみ られ る が ， 中毒症では 妊娠峙 2時間日

排泄率42．5％か ら産褥 2 ， 4 日目では55．3％ ， 62．O％ と

．E昇 し正常妊婦 の 産褥 2 日 目の 55．5％ よ り高 くな り， 6

日 目再び低下 し49．O％を示 し非妊婦の 5L7 ％以 下 とな っ

た．注射後 2時間目の 血 中濃度 は 逆に 正 常妊婦 が産褥 目

数の 経過 と共 に 漸昇 し，中毒症 で は 産褥 2 ， 4 日 目で

妊娠時 に 比 し一度低 下 し ， 産褥 6 日 目 は再 び 妊 娠時 の ぞ
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第 3 図 　産 褥 に 於 け る PVP 撲 泄率及 び 血 中 濃度 の

　 　 　 　 比 較
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6

れ よ り も高 値 を示 し た．

　第 3節　小 括及 び 考按

　妊娠殊に妊娠中毒症時 に は 循環系 に顕著な 変化 が現わ

れ る．Hinselmann ，　Nevermann 等 が 毛 細 血 管 に 異常

を認 め て 以来 ， 今 日では毛細管や小 動脈 の 攀縮 が 重視さ

れ，こ れが 高 血 圧，蛋 白尿 の 原因 とな り更 に 血 行障害 に

よ る ア チ ド
ーヂ ス ，乳酸の 増加或はア レ ル ギ ー

性機序等

に よ り毛細血管透過性 は異常に亢進 して ， 漿液の 血管外

溢 rl， 絽織浮 腫や 出血 を起 す 原囚 とな る とされ てい る．

妊 娠 中 毒 症性 浮 腫 の 原 因 も種 々 挙げ られ て い る が，Zan −

gemeisterr
．） は 或 る 毒素 に よる 毛細血 管透過性亢進 に よ

る と述べ
， 子癇腎タト性説の 先駆を な し，Seitz，　Albersfi｝

，

」
中井

η ，秋 葉
31 ）等 屯毛細 血 管透過性亢進 に 重 き を お い て

1
い る，即 ち Herbert 　Albers6＞

は Kroh 　Landis 法で検査

し，血液水分 に 対 して は全妊婦 の 83％ に ， 血漿蛋 白質に

関 して は62％ に 毛細管壁透過性 の 亢進 が認 められた とい

う．中井η は 透過性 の 亢進 を Morawitz −Denecke の 方 法 で

証 明 し，浮 腫 や 蛋白尿の あ る妊婦の み でな く，正 常妊婦で

も 分娩期 に近 づ くと血 管壁の 透過性 の 増大 を認 め た と云

う、秋葉
31 ）は ク リ ア ヲ ン ス 法 に よ る腎 機能 の 研 究 か ら，

妊娠 中毒症 浮腫発現に は 糸球体機能障碍 と全 身毛細 血 管

の 透過性 の 問題 が 主 役をな す と述 べ た ．更 に Albers6 》，

．Mica］e ＆ Bozzo11），Sozontagh12），Parviainen13｝等 に よれ

ば 正 常妊婦殊 に 妊娠中毒症患者で は 毛細管壁の 透過性が

著明 に 亢進 して総 べ て り 蛋白分屑 が 血 管外に 出る 事 が 判

明 し，妊娠 中 毒症憧 蛋白尿 の 嘆因 に ： ；い て Dieckm．ann16
）

は 腎 細 動脈 及 び 毛細 血 管李縮 を 重視 し，他方 多 呈 の グ ロ

プ リ ン の排出は 糸ifL・11の 透過性亢進 に 因る と考え…〕れ て

い る、Herold ＆ B 蛮 utigam141 は全身毛細血 管透遍性亢

進
‘
℃ api11aropathie

”
の
一

分症 と見 1故 し，森山
L5 ｝

及 び

門下の 緒方 は 血 漿蛋 白 と尿蛋 白の 組成 を比較検討 し ． 糸

球体毛細管透過性 の 変化 に よ る血 漿蛋白濾過 が 主役 を な

す と述べ た．其 の 他 Dfeckmannlfi＞ は Evans 　Blue の

拡散 実 験で中毒 症患者では 毛 細 血 管 の 異常透過性 登 示 す

と述ぺ ， 且 っ 組織圧 の 著 しい 増大を認 め，こ れ は静脈圧

の 増大に よ る もの であ り，夂 毛細 血 管透過性の 亢進 を 意

味す る と して い る．Morawitz ＆ Denecl ｛e9〕，　 RungeiO〕

等 は 中毒症時 ， 透過性亢進に よ る 毛細管圧上 昇を報じ，

Mc 　Lennan171 は Plethysmograph 　で妊娠 殊 に 中毒症

時 に 毛細 管壁透過 性 の 増大 を認 め て お り，　Denecke ／“2），

Dieckrnann33），　Burger ：4），　Nukkerlee ・e5｝，森「」i3en等 は出

血 斑法 を用 い て 透過性 を観察 し，九 嶋
8） は 血 清の 毛細 111L

管透過性亢進因子 （血 清 CPP 作用 ） に っ い て 報 じて い

る．上 記 の 事実か らも毛細 血管透過性の異常は 血管李縮

と共 に 妊娠 中毒症 の 多様な 臨床像 と関係す る 主要因子 で

あ る こ とが
』
首肯 1唱来 るが ，Dieckmann ，　Assali等 は ，こ

の 透過性を直接検査す る方法が な くE っ こ の 透遍性増大

の 原因は 尚不 明だと述 べ て い る．私 は 独逸 Bayer 社製

PeristQn　N （100c。中分 r・量 12600の PVP 　6　g 含有）

を月1い て 透過性 の実験 を行 つ た．1940年 Reppe に よ り

代用血液 の 目的 で Acetylenか ら 倉ll製 さ れ た 人 工 膠質

Poly ▽inylpyrrolidor 　 l．ま Bellnhold’7），　Schubert3B） 等 に

よ り詳 し く研 究 され，そ の 排泄 に 関 して も 1−lechtF’9），

Weese4°ン
，　Ammon41 ，

，　SchDIむan42）
の 研究 が あ る ．即 ち

PVP の 排泄器官 は 腎臓 ごあ り，胆 汁 や 腸壁 を通 じ て の

排泄は微量で無視 し得 る し，且っ 腎に っ い て の排泄状況

は 分 子 量の 大 き さ に よ り異 り，低分子 PVP で は 24時間

以 内に 投与量の 約 90％ が排泄 され る と し，排 泄 長 好な こ

と が指摘 され た，私は Levy −Fergus30｝
の方法 で 尿 巾排

泄量及 び 血 中濃度 を 測定 し・た．吸光度 の 時間的変 動は 極

め て 少 く，　且っ 標準曲線の 作製 か ら 5 〜50 γ！。c迄 は

Larnbert・Beer の 法則 が 正 し く当 て は ま る こ と を 知 つ

た．　使用 した 低 分 子PVP の 排泄 は 非 妊 婦 ，　 正 常 妊

婦，中瀕症患 者 の何れ の 場合 に も比較的早 く， 前二 者で

は注射後 6 時 間 日に 既 に 84．5％ ， 86．8％の 雛泄を み，中

毒 症では 24時間後に 85．4％が 排泄 され た ．即 ち正常人 に

っ い て の 私の 成績 は Weese40〕，Scholtan42），　Hecht39） の
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弘

「t

報告 と
一

致 して い る．正 常妊好 に っ い て Rost43） は 1 時

問 目35％．2 時問 目60％，6 時間 目80％ O 排泄を み て い

る が，私 の そ れは 36。9％ ， 60。8％ ， 86．8％で ， こ れ と比べ

鞘 ぐ高値 を示 して い る．Herold14） は 分子量 30000の P

Vp を用 い ， 非妊婦で は 6 時間後 に 50％ ， 正常妊婦では

75％ の排泄 を み て い るが ，私の 成績 は 更 に 高率 で あ っ

た．非妊 婦と正 常妊婦 の 時間的排泄率（第 2 図）を比較す

る と，注射後 1時問目は 寧 ろ非妊婦の 方が租 々 高 く，2時

間 目 か ら 6時間目迄は 妊婦の 方 が 高く， 畤 ミ 平行 して 上

昇 曲線を描 い て い る．こ れ は Hero ！di4） も述 べ る様に 妊

婦 に於け る毛細 血管殊 に 腎糸球体毛細管の 透過性亢進を

物語 る もの と考え られ る．単位如呻 濃度の 時間的推移 も

OS　it平 行 して減少 し てお り，妊婦 で も血 中濃度の 著 しい

減少を認め な い の で，妊婦では PVP の 組織へ の 移行 は

比較的少 く， 腎 か らの 排泄が非妊帰 に比 し梢 く早 い もの

と考え られ る。

　中毒症患者では 妊娠時 ， 前二 者 に 比 し排泄率は各 時間

と も低値 を 示 し， 1 ， 2 ， 6時間値は 25．2％ ，42、5％，

68．8％に過ぎな か っ た．Heroldu ） は 分子量 3eOOOの ？

VP を 用い ， 6陦問 目 の排泄率 は 30％ に過ぎ な い と述ぺ

てい る．こ れ は 妊娠 中毒症時 に何等 か の 原因で全身毛細

血管の 透過性亢進 が起 り，腎 か らの 排泄以前にPVP が

組織へ 移行した為 と考えられ ， 排泄の遅延が ある に拘ら

ず血 中濃度が 著 し く高 くな い こ とか ら も PVP の 紐織へ

の 移行 が 考 え られ る．

　正常妊婦と中毒症患者 の 産褥 に於 け る注射後 2 時間 H

排泄率をみ る と，産褥 2 口 目で中毒症患者は非妊婦 の 2

時問目値以上 とな り，正 常妊婦の 値 に 接近 し，産褥 4 日

目
ー
ご
一

旦 iE常妊婦の 排泄率 よ りも高値 を 示 し， 産褥 6 日

目 では 再び 低下 し非妊婦の 排泄率以下 とな っ た．こ れ は

正常妊婦で は産褥H寺に，血 管透過性 の 正 常化 に よ りPV

P の 排泄 が漸減す る に反 して，妊娠中毒症産褥で は 血管

透過性 の 正 常化の 為，組織へ の 移行 よ りも腎か らの PV

P の 排泄 の 方が更 に大 となる為 と推察 される．以上 の 事

実 か ら PVP 排泄 試験 の 結果 は 妊娠 中毒症時 の 全身毛 細

血 管の 透過性亢進 を 云 すもの と考える．

　第 3 章 血漿線維素溶解 現象 Capillary　Perme −

ability 　Promoting　Actio皿 of 　Serum （血清ePP

作用）

　 第 1節　臨床実験

　第 1項　被検者及び 実験方 法

　健康非妊婦は患者附添家族で ， 正 常妊婦及び妊娠 中毒

症患者は 当科外来及 び 入 院患者で あ る．採血 は 空腹時肘

静脈か ら行い ，非妊婦で は 月経間期 を 選 ん だ．

　 L 　毛細血 管抵抗 ：宮尾式 Borb6 互ア 装置 を使 い ， 測

．E 方法は鈴木
441

の 法 に準拠 した．

　 2． 血漿線維素溶解現象 ：Macfarlane 変法
15〕 に ょっ

．

た．そ の 詳細 は 次 の 如 くである．

　 i．静脈血 に 3，8％ク ニ ン 酸ソ
ーダ

11g
容 を加 え，2500回

転で1G分間遠心沈澱 し血 漿を分離す る．

　 ii．こ れ を
i
！l5M 燐酸緩衝液で 担 7．4に調整 した生理

的食塩永で16倍，32倍，64倍 に稀釈する．

　 iii．各稀釈液の 夫・々 3　oc に 0．3％塩化 カ ル シ ュー
ム 液

2 滴を加え ， 更 に殺菌の 目的で1 。c中に 5単位含 まれ る

様に Penicillinを加 え る．

　 iv．前述の 液を静か に 放置す る と Fibrin が 凝固す る

が，こ れ を37℃ 孵卵器 中に ％ 時問放置 し何倍稀釈ま で，凝

固 した Flbrin が融解 した か を検べ る．こ の 場合 Fibrin

り Retraktion と融解とを 混同 しな い 様 に注意 し，判定

困難の 時顕微鏡 を用 い た．

　 判定 は融解 しない も の を （一），64倍 の み融解を （十 ）．

64倍 ， 32倍 と も融解を （幵），3 本 の 試験管い ずれ 屯融解

す る もの を （卅） と した．

　 3．　血 清 CPP 作用

　 Menkin46 ） が Leukot．axine の 検 査 に 用い た も の と属

一方法に よつ た．

　 i．使用動物 二本 邦産雜系白色家兎 で，皮膚病 や 皮膚

に変化 が な く， 背部皮膚真皮網状層 が 相当 に厚 い 体重 2

1g〜 2．5  の 標準家兎 を使用 した．実験前約 工週間は食

物中の 血 管透過陸 亢進因子或は 抑制因子の影響を考慮 し

て オ カ ラの みで飼育した．叉実験に先だ ち少 くとも48時

間前に皮膚を 損傷 しない 様に注意して背部 を剃毛 して お

く．実験家兎 は Trypanblau 注射の た め 全身 に 色素沈．

著 を 来 た す の で使凧 ま
一

回限り と した，

　 ti．被検者 の 新鮮血1清を56℃ 30分加熱で非働化 し， 滅

菌生 理 的食塩水で10倍，25倍，50倍，100倍に 稀釈 し，各

稀釈 所L清の 0。2cc宛を上記家兎の背柱両側の 真皮網状暦

内に限局 して 注射す る （対照 として そ の 近 くに 生 理的食

塩水の O．2ecを 2 箇所 に注射）．直ち に 工％ Tryp 鋤 blau

溶液2  ccを 耳静脈 か ら注射す る．妊娠中毒症患者血清及

び正 常妊婦血清は同
一

家兎で同時に 実験 した ．

　 i且i，判定 方 法 ：稀釈 1血清 注 射局所 に集つ た 色素斑 の 大

き さ を測 定 し，縦横 の 直径 の 長 さ で表わ した．判定基準、

は ， 50 × 稀釈 ， 100× 稀釈 の い ずれも陽性 の もの を 工Oぴ

× 稀釈陽性，25X 稀釈，50× 稀釈 の い ず れ も陽 性 の もの

を 50 × 稀釈陽性 ， 10X 稀釈 ， 25 × 稀釈の い ずれ も陽性 の
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第 5 表 　健 康非妊婦 の 線 溶 現 象 と 血 清 CPP 作 用

毛 日

細 握
線 溶 現象 清 C ，P，P．作 用

症 障
例 障一−」一鹵

性
血 拮

　 咽皿H多厦
32θ4判

Xxl 定
10x25x

　 　 　 　 里 正　 ・
50x　loox而

判
定ヨ．

梅 不 円

．．』
早i2301 　了　一 4x3

襾．、3x2mOxOI師 尻駅 鰓嬲 25囑
柳 井 20

．ウ．2 ／5 …三一一一r0
紹 Oxoo 、01脚 o卿 蜀

一

絹 150 ｝一一．．一
σxσ OxoOX σ

・OXσ OK齢 1，
一

田 尻 122− ．
重 松 211；

．
150

．1一＿一
≡

Oxo5
κ30

矧

σxo

σxσ

Oxo
ρ脚 xo一
漁 ∂ 三

古 庄．2θ’「245 一一一
Oxo
σxρ
oxo．佐 藤

．
19 5κ4Oxo2x2 θxOI卿

　

フ亅こ師 11
…
2308

σ
≡＝一一1一二

」

山 本 23 ケ215 一一一　1
一

木 村 24 〃 250 一一一一

局浜 20 伽 130 　一一．｝
線溶現 象

20イ歹1沖 1例 ぐ5％♪陽 性

血清 C．P、P．作 用

6例 中 25x陽性 1例
城 尸 3ら〃1165一一「冖一

島村 1βヴ
ゴgo …一一一
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上 塚 準2 ノ’30 θ
｝一闇一一皿

櫛 村 24 ノ’230 一一　』

竹 内 21 〃1θo 一一
十 十

高一29 ウ 240 一　一一

出 田 29 〃2go 一一一一

吉永 37 り2go 一一一一

第 6 表　正 常妊婦 の 線 溶現 象及 び ．血清 CPP 作 用

　　　　 （症 例 番 号 の 対 応 す る 中 毒症患者 血 溶 CP

　　　　P 作 用 の 対 照 ）

第 7 表　妊娠中毒症患者 の 線溶現象及 び 血 清 CPP 作 用

番 症 年蜑
　　冨一

状 毛管 線溶現象
一

虹 済 C、P，R 作用

号 例
　酔
令
・
簸
録

診 1柾

。 覊
細捶
血L抗
頂皿 1侮 x163

第 4
　 4

黙 x
判

是
1似 25× 5σX ・100×

判

定

7 勝 田 23 σx 前症 量 ＋
o．

岼o 一＿．1一　
旨
5x議 ゴ×　 1猷

扨 塑　　　 呱 諏
4x4

皿 婦

　 x
晶 性
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一尸一rト 俶 1415ズ1四 1xπ 12× 7ノ 〃
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嵶 i一閲一1・十 升 Il釦 」
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掴 6i10xg12 ×け ヴ
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一一
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一
ト 9xg
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4130
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獅
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十
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妊
娠

雜 溶 環象 血 清 C．P．P．作 用番 症．

号 例

任

金

鑾
糶

毛 管

鸛
m 酬 号

64 的 x 1囗Ox
一　ヲ　　 ．」
　　 水16

×

32xx判
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判
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．3詫漏 6x6暇6x4  醐 σ細

1

認啀
z 伊藤 352 贋 2δ5 一一一一
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囁
OxO 醐 脚
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F

性
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　 1生

30． 了而冖一5x≦ 1．3と2o ×o ．ρ・

ρ一．ilx卿
25x　『
一9．竹 下罰一iゴ■．250
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Ox 卩 OxO5 城4o ×o
　　　Io
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．二子石
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1
『　　
− 橘

213
σ

1り

2x2
．二童」7300

一　一　3μ 3x4 3端29x岬耀．2巨，薩
13 囗 33o ガ15L， 一一一i一 Oxo

　一一
6×0ox

ρ
σx σ Oxσ 脚 圃

一

14 大 塚 25071 御
一一一一 Oxooxo ．oxoOx 卩 餌o卿 一一

15．蓄崎 251x250 一一　一  ．OxOoxo ．Oxo　　　4
卩xo 砌 脚 1一

．1日 岩 杢 26o 〃1θo 一一十 珠．：
口xOo 鱒 1囲 Oxσ gxo醐 一

土 野 27o ・．’1甲5 一一一一11
血 清 c．P．R．作用

線 シ容丁見象 16イ列中

2イ列 （］2．5％ ）巨昜’1”生

（十 3例 ： 廾 ヰ 例 丿 f5例 中 ioo× 腸性

12例 （so．σ％）

6 は10 × 稀釈 が 5   × 4　mm ，
100　x 稀釈 が 2mm × 2　m　lrf

あつ た が前述の 判定基準か ら陰性 とした．

　2． 正常妊婦の 線溶現象と血清 CPP 作用

　線溶現象は16例中 2 例 （12．5％） に 軽度の 陽性例を 認

めた が什以 下の 陽性例 は な か つ た．そ の うち15例 に っ い

て 血清CPP 作用を検査 した結果 は 10G× 稀釈陽性 2例

（13．3％），50× 稀釈陽性 1 例，25 × 稀釈陽性 4例で あ つ

た．従つ て 25× 稀釈以上 陽性 は Ufil（46．7％ ） で あ る．

第 6 表の 正 常妊婦 血清 CPP 作用 の 成績 は ， 綬述の 中毒

症妊帰の 血清CPP 作用 と比較す るた め夫 々 回
一

家兎 に

つ い て 行 つ た もの の 成績で あ る．

　3．妊娠中毒症患者の 線溶現象，血清 CPP 作用

　2 例 に っ い て 線溶現象 を検査 した．子 澗前症患者12例

中廾の もの 4 例 ， 十 の もの 2例，妊娠浮踵患者 の 1 例は

十であり，腸性率は 3」
「　．O％であ る，妊娠腎 6例は総 ぺ て 陰

15例 ［b　lOOx陽 性 2例 （13．3％）
性であつ た・卅例 は な い ・N15例 に つ い て 血 清 CPP 作

25XL’1．上 陽桂辷7イ列 〔46．7彡彡）

も の を25X 稀釈陽性 ， 其の 他 を陰性 と した。

　第 2 項 　実験成績

　ユ．健康非妊婦 の 線溶現象 と血 清 CPP 作 用

　線溶現象を 検査 した20例中僅 か に 1例 に 軽度の 陽性例

を み た の み で，他 は 総べ て 陰性 ，即 ち陽性率 は 5．O％で

あ る．血 清 CPP 作用 は 6 例 に 検査 した が．25 ×稀釈陽

性 が 1 例で10X 稀釈が 4   × 3mm ，25 × 稀釈が 3 皿 n × 2

  で比 較的軽度陽性 を 示 し，他 は 総べ て 陰性．症例No ．

用 を 検査した．そ の うち12例陽性 （80．0％）で，しか も

総べ て 100x 稀釈陽性 で あ る．症例 No．4 は 10 × 稀釈で

7mn × 6mm ，100× 稀 釈 で 3   × 3   であ つ た が ，前述 の

判定基 準か ら 陰性 とした．第 4 図に 示 す 通 り非妊婦 ，
正

常妊婦 ， 中毒症患者 の 線溶現象と毛細 面L管抵抗 との 間に

は 必ず しも 平行 関係 を認 め ない が ，毛細 」fiL管抵抗 20D皿m

l歴を 界に して 比 較 す る と ，
200m掴1壇以 下の もの に線溶 現

象の陽性率が高い ．妊娠中毒症患者で は 毛 細 血 管抵抗の

減弱 を示 す 者 が 多 く， 他 に 比 して 線溶現象 の 陽性率 も高
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第 4 図 　線溶現 象 と 毛 細 血

管抵 抗 と の 関 係

細
血

mnH ？

第 5 図 　妊 娠 中 毒 症 患 者 の

」飢清 CPP 作 用 と 線 溶 現 象

及 び 毛 細 血 管抵 抗 と の 関係

3000000 oo ● oo

0 0

2500000oooo
ooooooo

o

200o
o

●

冒 ● Q ● O

o o oo

●

150oo ooooo

o oooo

●

loo
o

o 9 ●

50
、康非妊婦 正常妊 婦 妊娠申毒症

● 線 溶現 象 陽性
o 　　 〃　 陰 i生

300

σ
　
　
　

　
　　
0
　
　　
　
　　
0

薩
♂

　
　
　
　

σ
　

　

　

　　
5

　
　
　
　
　　
　
　

　

　

　　の
　

毛
細
血

管
抵

抗

殉

100

σ5

第 8 表 　非 妊家 兎 の 線溶 現 象及 び 血

　　　　清 CPP 作 用
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い こ とか ら，此 の 両 者間 に は 或 る程度関係が ある と云 え

る．第 5 図に 中毒症患 者 の 血 清 CPP 作用 と線溶現象 と

の 関係 を示 した．線溶現象の 陰性例でも血清 CfP 作用

の 10G×稀釈陽性例 が 多 くみ られ る の で，こ の 両 者 間に

は 相関関係 を 認め ない ．

　 第 2節 人 KPS を 以 っ て す る実験的妊娠 中毒症時の

線溶現象及び血 清 OPP 作用

　第 1項　実験材料及び実験方法

　 i．実験動物 ： 2．5  前後の 健康成熟雌性家兎並 び に

妊娠20 日 以後 の 体重 3   前後 の 妊娠家兎を用い た。

　ii．　 KPS 感作家兎 ：人胎盤多糖体様物質
1）47）（A 法 K

PS ）10  を生 理的食塩水に溶か し 隔 日に 6乃至15回耳

静脈内 に注射 して 感作 し，沈 降反応 （重畳法）及 び補体

結合反応 （Browning 法）で K ぞ S に対す る抗体が産生

しk 家兎を感作終了後 1 週閥前後に実験に供 した．

　iii，誘発注射は 耳静脈 か らの み でな く，線溶現象 が 自

律神経系 と密接 な関係を有 す る こ とか ら，教室 の 西村
4S）

，

第 9 衷 妊娠 家 兎の 線溶現 象及 び 血

　　　　清 CPP 作 用

第10表 　 妊 娠 家 兎に KPS を注射 し

　　　　た 例

線 ｝現象 血 潸 C・P．P．で停用
糶

．
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第 11表 非妊家 兎に 耳 静 脈及 び椎 骨 動 脈 か ら KPS

を注射 し た 例

泰 κPS 注劇 緑溶 現 象 清 CRP 作 屡 認番
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ψ

吉 田 働 が 実験せ る如 く推骨動脈か ら も行つ た，即 ちKP

S感作家兎 に 月：静脈 か らは人 KPS 工00〜30G皿g を注射

し，推骨動脈 か らは SO・V12e 皿g を注射 し，注射 2， 6 時

間後 に 夫ft 耳静脈 よ り採．［虹し た ．血清CPP 作用はそ の

うち線灣現象の 著明 な 場合 の 血 清 に っ い て検査 した．

　iv」 妊娠家兎 に は 人胎盤 KPS 及 び 家兎胎盤KPS

（8 法 物 質） を 100  注 射 した ．

　v．推骨動脈 か らの 注射は教室 の 西村
as，の 方 法 に よ っ

た．

　vi ．線溶現象及 び血 清 CPP 作用の 検査 法及び判定方
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第 12表 　人 KPS 感 作 家 兎 の 線 溶 現 象 及 び 血 清 CP

　 　 　 　 P 作 用
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第 13表 　入KPS 感 作家 兎に 誘 発 注 射 を 行 つ た 例 の

　　　　線 溶現 象 及 び 血 清 CPP 作 用
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法 は 前述 の 通 りであ る．

　第 2 項　実験成績

　1．非 妊家 兎 に 於 げ る 線溶現象及 び血 清 CPP 作用

　無 処 置 非妊家兎2G例 （第 8表）で は線溶現象は総べ て

陰性で あつ た．血 清 CP 作用 は 100× 稀釈陽性 1 例，25

X 稀釈 陽性 2 例で 即 ち 25 ×稀釈以 上 の 陽性率は 15．G％

で あ る．

　2．　妊娠 家兎 の 線溶現象及び．血清 CPP 作用

　妊 娠家兎 6 例 （第 9 表） の 線溶現象は 総 べ て 陰性 で あ

つ た．血 清 CPP 作用 は25x 稀釈陽性が 1 ・ll（16．
Fr

％ ）

で あ つ た．

　3，　妊 娠 家 兎 に KPS を 注射 し た 例

　線溶現象 と血清 C ア P 作用が 陰性で あ つ た 妊娠家兎 に

KPS100 皿gを 2 例 に，人 KPS1  Omgを ユ例 に 夫 kr ；

静脈 か ら注 射 した が ，線溶現象は総べ て 陰性で血清 CP

P 作用 も発現 しな かっ た。

　4．非妊家兎に 耳静脈及 び椎肯鋤脈 か ら KPS を注射

した例

　注射前 に線溶現象及び 血 清 CPP 作用 を 検査 し （第 8

表）．そ の 非妊家兎 に 耳静脈 （3例）及び椎骨勲脈 C3

例） か ら前者で は 2000〜30伽 9，後者 で は 80〜100mgの 人

KPS を 注射 した （第11表）． 線溶 現象は総べ て 陰性で

あつ た．耳静脈注 射例 の 血清 CfP 作用は 全例陰性であ

つ た が，椎骨動脈注射例では KPS 注射後 No ．8 ，　 No ．

23の 2 例 に 1血清 CPP 作用が 25 × 稀 釈 陽 性 を 示 した ．

　 5． 人 KPS 感作家兎の 線溶現象及 び血 清 CPP 作用

　 KPS 感作前 に線溶現象及び ユ加青CPP 作用 を 検査 し

た後 （第 8 表），
ユ4例の 家兎を人 KPS で 感作 した （第 12

表）．感作前の 血 清 CPP 作用 の 検査 は 日蒔の 関係 上 同
一

兎で行 う こ とが 出来ず，や む な く他 の 兎を使用 した．！4例

の 感 作家兎で は 線溶現象 は 総 べ て 陰性であ っ た．血 清 C

？ ？ 作用は 5D × 稀釈1揚性 2 例 ，
25× 稀釈陽性 2 例で即 ち

25× 稀釈以 上の 陽性率は28．6％で 非 妊 未処置彖兎 に 比 し

梢 it高率で あ る．

　 6． 入KPS 感作家兎 に誘発注射を行 つ た例

　 人 KPS 感作家兎 14刎の うち工O例 （6例は 耳静脈， 4

例 は 椎骨動脈） に 人 KPS の 誘 発注 射 を行 っ た ．感 作後

及 び 人 KPS 誘発注射後の 血清 CPP 作用の 検査 に は 同

一
兎 を使用した、誘発注射 を行 っ た 1〔｝例 に っ い て み る

と
， 線溶現象廾 1 例 ，

十 3 例 で 陽 性 率 は 40．0％ で あ るn

血 清 CPP 作用 は 100× 稀釈陽性 3例，50× 稀釈陽性 3

例，25x 稀釈陽性 2例で 即 ち25x 稀釈 以 ．Lの 陽性率 se．O

％ で あ る．各症例別 に 感 作 後 及 び 誘発注射變 の 血 清 CP

P 作 用 の 成績 を比較 す る と （第 8 表，第13表），No ．1，5，

16では 夫 k50 　x 稀釈陽性で変化 な く，　 No ．17，31は 陰性

か ら25x 稀釈陽性 とな り，　 No ，3は 陰性 か ら50× 稀釈陽

性，No ．22
，
　 IDは 陰性 か ら ］OOx 稀 釈陽 性，　 No ．1 は 25

× 稀釈陽性 か ら 100× 稀釈腸 性 と な つ た．

　 第 3節　小 括及 び 考 按

　
一

旦 凝固 した 血液 が 或 る 条件
．
ドに 再び 溶解 す る現 象は
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古 くか ら知 られ，　Dastre5°｝1ま此の 現象を初 め て 線維素溶

解現象 と名 づ けた ．爾来広汎 な 研 究が 行 わ れ ，最 近 に 至 り

ア レ ル tt　i一や 炎 症 と線 溶 現象 との 関係 が注 目 さ れ
，

血 清

CPP 作用との 関係も報告 さ れ て い る．産科領域 に 於け

る線溶現象 の 研究は 比較的少 く，Weiner5u ．　Greenwalt

が 胎 盤 早期剥離 に 於 い て 線溶現象の 発現 を認 め て 以来注

目 さ れ る に 至 っ た ．

　
一

般 に 健康人では 線溶現象 は認 め られず ， 私 は 2G例 中

僅 か に 1 例 に 軽度の 陽性例 を み た に 過 ぎず，Tagnon52 ），

Macfar 工ane53 ），　Willson ＆ Munnell54），　Smith ＆ Smit −

hss），胖柳
認 燭 ，上村

2η，杉崎
56レ

等 も 同様 の結果 を発表 し

て い る．正常妊婦の 16例 1［
．12 例 に 車茎度の陽性 例を認めた

が．妊娠時 に 線溶酵素 の 活性 化 が起る こ とは 佐藤
58 ），杉

崎
56〕

等 に よ り発表 さ れ，Stress 或 は 副腎皮質 ホ ル モ ン に

よつ て起る と考え てい る者も あ るが，そ の原因 は 尚不明

であ り，Macfarlane53 ）
，　Willson＆ Munnel 正

54 ），　 Smith

＆ Smith55），山 本 剛 等は 否定的見解 を 述べ て い る．

　Smith　 Ga°）は線溶酵素の 活性化が 妊娠中毒症の 1 つ

の 原因で は な い か と推測 し，入体内に 自然 に 存す る 抗

Plasmi1 物質 を採取 して，患者 に 注射 しこ れ を治癒 せ し

め た と報告 して い る．Smith ＆ Smith55｝に よる 妊娠中毒

症 患者 7 例 中 線溶 現象 が 全 例 陽性 だ とい s
，

Willson ＆

Munnel154 ）
は 子癇前症10例 は 何れ も

一
定の fibrinolysis

を 示 し，妊娠腎30例中16例 が 陽性を呈 したと報 じ，Ma −

cfarlane53 ，，佐藤
5s），山 田

29 ）
も同様成績 を認 め て い る．

こ の 陽性原因 に っ い て杉 崎
i6）は．妊 娠 に 加 え て 更に 肝 障

碍や高 ユ血圧節が影響 して 起 り，了澗 で は ま た激烈な St−

ress の 為 に 活性化が上 昇す る と述べ てい る．山 本
59｝ は

否定的見解 を 発衷 し た が ，Macfarlane＆ Biggs の い う

如 く実 験 法 の 相 違に よる もの で あ ろ うと報 じて い る．私

は 密接 な 関係 が あ る と さ れ て い る 毛細血管抵抗 との 関係

に つ い て 観察 した．非妊婦，正常妊婦で は 両者間に 必 ず

し も平行傾向を 認め 得 な か つ た が，毛細血 管抵抗 20Grmll

Hg 転 界 に し て 比 較す る と ，
2D椥 gl慝以 ドの もの に 線溶現

象 の 陽性 率が 高度 で あ つ た．更 に 中毒症患者で は 毛細血

管抵抗の 減弱 を 示す者 が 多 く，線溶現象の 腸性 率 も高い

こ とか ら，　此 の 両 者 間 に は 関係が あ る もの と 考え る．　 ，．

Tagnon52 ， は線溶現象発現時 の 共通因子ぽ Peripheral

va ヨcular 　failure であ る と強調 し， 胖柳
23｝24），村上 ，．L

村
2T），山 田

Z9）
，杉崎

fi7）等 も線溶現象発現時 に は 毛 細 血 管

抵抗値 の 低 下乃 至 は Rumpel −Leede 現象 が発現 し易 い

と報告 し て い る、

　次に 血 清 CPP 作 用は 非妊婦 6 例中25x 稀 釈 の 軽度陽

性が 1 例の み で あっ た が，正 常妊婦では 25 × 稀釈以 上陽

性 が 46・7％，妊娠 中毒 症患者で は 10D× 稀釈以 上 1湯性 が

8 ． ％の 高率であつ た．此 の 実験方 法 は Menkin46 ）
が

炎症性滲出物 か ら毛細血 管の透過性 を亢進 さ tiる Leu ・

kotaxin の 検査 に 用い た もの であ る が，　 Menkin ‘ G＞．町

口
61）に よれ ば Leukotaxine 様物質 は 非働 化 血清中に は

存在 しな い と さ れ，夊
一

般 に正 常血 清は毛細血管 の 透過

性を亢進 させ ない もの と認 め られ，胖柳
器 ）24｝

に よつ て も

明 らか に さ れ て い る．九 嶋
8
， は 正 常妊婦血 清で は 25 × 稀

釈で75％陽性 ， 中毒症患者1血清で は 50× 稀釈で88％陽性

で，中毒症患者では 明らか に 毛細血 管透過性 の 亢進 が 認

め られ た と報 じ，私 の 実験結果 も こ れ と 略 it一致 して い

る．線溶現象と血 清 CPP 作用との 間 に は必ず し も平行

傾向を認 め得なか っ た が ， 妊娠中毒痞i患者で は線溶現象

の 陽性 の も の に 血 清 CP ？作用 の 強陽性例 が 幾分多 くみ

られ た ．

　他方 Feldberg19），　 Rocha 　 e　Si】va20 ｝
，
　 Brenfenbrenn ・

e「
21）Ungar2z｝．岡本，畔｝柳

23）24 ），北村
25 〕

等 に よ リア レ ル

ギー
と線溶酵素 との 問 に は 密接 な 関係が あ る こ とが堤唱

さ れ，上 村
2η ，塩 川

28 ），山 1「，］　29）等 もア レ ル ギ ー
性疾患に

線溶現象 が容易に 発現す る こ とを認 め，畔糊即 24｝，北村
26｝

は線溶現象 と血 清 CPP 作用間 に は 平 行 関 係 が あ る と報

じ，畔柳
23 ）24 ，，米 田

6z ｝，藤村
63）は Arthus 現象及び Sh−

wartzman 現象時 に も両 現象が発現す る と述べ て い る．

木 村，中村
Z5 ）に よれ ば ア レ ル ギ ーの 際の 線溶現象及び1血

清 CPP 作用 は 膠質解離発作 （Colloidoclas．is）， 」血液解

離発作 （Hemoclasis） の一
現象 と して 現れ る と云 う．

　加来教授
1｝1ま妊娠中毒症の ア レ ル ギー説 を 唱えて い る

に鑑み，人胎盤KPS を以 っ て す る 実験的妊 娠 中 毒症 の

際 に も此 の 両現象が 高度に発現す る か否 か に っ い て 実験

して み た．

　線溶現象 に つ い て み る と，非妊家兎，妊娠 家 兎及 び 非

妊家 兎 に 人 KPS を注 射 した群 で は 線溶現象 は 総べ て 陰

性 で あ っ た．ま た 妊 娠家兎 に KPS ．を注射 した 群及 び人
KPS 感作群 で も線溶現象 を 認め 得 な か つ た．併 し乍 ら

感作家兎に 誘発注射 を行 つ た家兎 10例 中 4 例に は 線溶現

象 が発現 し た ．

　血 清 CPP 作用 に つ い て み る と， 非妊家兎，感作家兎

及 び 感作家兎に KP8 を誘貉注 射 し た群 の 25 × 稀釈以 上

の 陽性 率 は 夫・≒ 15．0％ ，25．6％，80．G％ で あ つ た ．即 ち

KPS を抗原 と して 抗原 抗体 反 応 を起 させ た 実験的妊娠

中毒症家兎では 線溶現象が 認 め られ ，血 清 CPP 作用 が

発現 した． 耳静脈 か ら誘発注 射 した群 では， 症例に よ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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つ て は 誘電注剔 産 に 必ず し も反応 が 増強 せ ず，線溶現象

も L 発で は な か っ た．こ れ は 1 つ に は KPS 誘発 注 射に

よ る 症 状 が 実 験的 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
に み る程 強 い 症状 を

起 さ な か っ た事 に も よ る と思 う．椎骨動脈 か ら誘発注 射

し＿一群で ぽ 111晴 CPP 作用 の 陽生率が高度であつ 疋 ．未

処置非岼 家兎に 椎骨動脈 か ら KPS を 洋 射 した 対照例 に

も25× 稀 釈 の 軽 度 陽 性 例 が あ つ た が，こ れ に 較 べ て も前

者で ぽ 反応 が 遥 か に強度であ つ た ．椎骨甄 ［1か らの KP

S 再 注 入 に よ る F　］E’a 域の 病岬 組織学的変化やそ む IFう

臼律神 経 機 能 の 変 化 に っ い て は 概 に 教室 の 西村
4S｝，占

田
49 ）

の 報告が あ る が，椎骨動脈 か ら KPS こ 再 片射 した

場合，之等 の 変化も加わ つ て 線溶現象及 び 血清CPP 作

用 が 釉 ζ 独 く発現す る の で i；，な い か と考 えら れ る．

　　　　　 第 4章　総括並びに結論

　 Nt「k「 中 毒痘 の 病 態 聖 理 ⊃ う ち，血 管 の 輩縮 置
．
変化 ど 共

に 薫要 尢、色細血 管透過性 に っ い て PVP 排 泄試験，血清

CPP 作『 及び線溶現象の 面 〃
・ら実験 した ♂ 正 常妊 始 の

PVP 尿 中排潤率 は 高 く，産褥に は 漸次 正 常者 の 値に 近

ざ く1 反 し て ，妊娠中毒症患者で は妊 娠 時，排 泄 は 廴延

し，庵褥では 却 つ て 妊娠時 よ り促進し，正常褥婦 よ り も

高値 t示 す。しか も血 中 濃 哽 が 著   く高 くな い こ とを 併

せ 考 え る と
， 妊娠 中 毒症 喝 者 で は 全 身 の 毛細血 管 の 塩過

性 亢進 の た め、注 入 PVP は
…

部組繊内に も移行す る 為

に 1
「
か らの 排泄が 減少す る が，産褥 pg

’v’
ま全身毛細血 管

の 透 過 性 が漸 次 正 常化 す る に従 つ て PVP が 才 と し て 尿

中 に据世 され る た め で は な い か と考 え られ る．

　 IZI
’
［
辰中憲ギ患者では 正常妊姐乙 比 し，血 肩 CPP 作用

及び 線溶現象 が 明 らか に 高率 に 認め られ た．人肱孟 KP

S を 以 つ て す る 実験的 妊 娠 中 毒 症 ，
家 兎 の うち殊 に KP

S誘豬注射群 に 線溶現象及び 血清 OPP 作用 が 多 く発珊

した。以 上 の 亊実 か ら妊 娠中毒症時に み る毛 細血管の 透

過 性 亢進 に は 1血行障碍 に よ る ア チ ド
ー

ヂ ス ，乳酸の 消加

等 と共 に ア レ ル ギ ー性 機序，殊 に KPS に よ る ア レ ル ギ

ーが閧与す る と も考 え られ る．

　 稿 を 終 る に 隲 み 終 始 御 懇篤 な 御 指 導 と 御 校 閲 ウ 賜 つ た

恩 師 加 来 教 授 に 衷 心 よ り謝 意 を 捧 げ る と 共 に 御 協 力 を 戴

い た 教室員 各 位 に 感謝 澱 し ま す 。

　　（尚，本 論 交 の 要 旨 は 第32回 熊 本 医 学 会，、会 て 発 喪 し

た ．）
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